
横浜市港北区を対象とした高密度微動観測による地盤振動特性の検討
Tnvestigationofgroundsh紘ingcharacteristicsbyusingSPatiallydensemicrotrcmor

measurementsinKohokuWard,YokohamaCity

落合 努l,杉本 輿之L寛水 産夫3,山本 俊雄頑,荏本 尊久ヰ

TsutomuOchiaiI,MinoruStlgimoto2,NobuoTsuytiki3,ToshioYamamotoヰand,
ThkahisaEnomoto4

I (株)凝建ジオテック

Tok飽GeoleCCo.,Ltd.
主元儀浜市庶務研究所

FoTmerYokohamAEnyironmcrLt81ScienceRcseNC･hhsモitute
3 く株)頚城防災技狩研究所

KaTtk)IouI)otJSaiGijuruKenkyushoCo..LLd.
4神姦川大学工学解凍薮翠科

DepIOFAlchtecturcandBuildingEn8incerin!.KmagalvaUni､でrSity

hgeneraいhecharacteristicsofseismicmotionisstronglyhnuencedbysurfacesoilconditiotl.ltis
pointedoutthatぬeearhquakedむnag8leyelisdifferentdepen血IgOnthesoilstructure,evenifthesame
chatacteristicsorearthquakesuchasmagn如deandepicentraldistance.Now,wearetinves喝ath名the
groLndshakhgcharacteristicsdueI(=heiurlacesoilconditioninYokohamaCityinordertorealize血e
detailedseismiCmicroZOni喝･hthispaper,weperformedthespatiallydcrlSemicTOtrem¢rneaStmmentS
aJldevalua:tedthepredominantperioddistributionillKohoktIWard_Finally,weinyesligatedぬe
化la_Lio_nshipbetweenぬepredominantpedodandsurfaceISoilstructure,

'̂〇･WordsIIlr-C,ot,emor.Predomino･JIPeriodDLl∫lribl･Iio17,roko/h2mOCLltJ･.GroL'ndSJzoiiTTgChcrGCrerLn'cs

1.は じめに

-殿に､地溝動線麓汲特性と地盤締後の彰静が大きく､

地下絹故により鍔じ規模の飽腰が発生した諺食でも､地

妥勅の伝播特健や地名野性により､敬等の態度が蒋遮す

ることが持締されている｡本研究で結､高藤度な多地点

常時微動観測による卓越周期分布から､親疎市港北区に

おける地盤韓鰻や地盤巌動特性を解析 し､串越凝胸と地

盤柄速との軽食健の検討をおこなった.

2.･北区の捜起こ.壁且
蒋北区披､横浜常北恥に広く分布する下衆雷台地の中

和域に位敢している｡区呪付近に分析する創 短針ま､外

)箆!部に発捜した斜好を有するほか､谷の形成も著しく､

いわゆる平坦宙は少ない｡区の中央部は､懲見川や鳥山

川､および畢粥川に由来する粒監低地が広がっており､

河川沿いに砂や砂津の幾研した地盤塊防が分布している｡

また､これらの発津 した自然堤防の背後には.有機教士

などが符節した後背湿地が分禰 している (阿 り ｡

私見川を磯野する佐世の推定土質斯帯域を飴 2に示す｡

回の太巌より上位仕蹄塀層である.

図1 港北区の島野囲

A 鶴見川 A■

図2 鶴見川を挟む A･A'断面底

3.微動軌跡卜解析

蒋鵜匠金城を 之50mx250mのメッシュで区切り､そ

のメッシム内 (艶 435承)で徴赦准純をおこなつたか碗

説経､サーボ型速度計で機威 された spc-51(菜凝掬

揺) を使用 し､永 平方向 くNS､EW) ･上 下方向

tuD)の 3成分の救助をおこなった｡サンプ1)ング周

波数は 100H之とし､観測時鴨結 180秒 (3分間)とした｡

観泡で移 られた時系列波形から､交通振動等の外乱の

少ない安定した区粥 (20.4i砂=2048データ)を抽出し

た｡抽出した時系列データをフーリエ変換によりスべク

トノレを食め､永呼2線分の相乗率均を上下成分で旅して､

ⅣⅤスペクトル比を俸成 した｡ⅠがⅤスペクトル比の-例

を囲さに舜す｡
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,__4_,_卑嘩畢g=_申農 最
壇嬢周神目ま､lyVスペクトル比の0.ls～1.5S付近の屯

奴から算出した｡観観点の噂越周期分布掬を国 4に示す｡

封には､港北区の地質減を桝紀している｡

碑趨周期は､区全域をみると相対的に河川洗域で長く､

丘陵地で悔いとの練農が梱られた｡秤に､鶴見川枕域で

は塔嬢周期が長い｡これは､敬導きな沖横顔の腰犀が 20

m～30mと比較的厚いことに避段していると考えられる｡

由4 卓鵡周期の分布と地焚図

5.卓避周期 と軟弱地盤の比較

上記したように､尽越周淵が長い地点結､河川涜域や

後背塩梅で篠路されている.特に､卓越周期が LOsを

虐える地点は､全てこれらの地境で篠倦されている｡野

5に範沸点付近にポー リングデータが存夜する35地点に

おいて､解題周期と軟封地盤の深さの相関図を恭す｡蝕

より､軟弱地盤が洗いほど単底周期が長く､若干バラツ

キは見られるもののグラフに示すような額開式が篠路さ

れた.
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軟弱地盤深さ(rTl)

済5 卓連用期と軟弱地盤深さの相繊国
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6. ., と データとの比較

一般に,横筋が低い地域では地衣衝付近は沖樹腰が唖

功 し､軟弱地盤が分布する沓合が多い.一方､標茶が高

い機械は､丘酸地や台地を形威 し､地盤両より硬質な均

銘が磯路される静合が多い｡ここで捻､比較的データの

敬称が柄轟である梯布髄と蝉越周期にづいての比轡をお

こなった｡

鞄北区の頒布は､丘陵地を形成する外周部から､中心

解､河川紀域に近づく与こつれて標高が低くなっている｡

図 6に､艶めした全地点における膚虚周期と頓端の細

(相図を示す｡礎戚周期が 0.7S以上の胤鮎ま､概ね傍系

が 10m以下と低い範囲に分布 しているが､尽越周期が

0.7S以下の地点では､棟2剛こ関係なく全体に分禰 してい

る｡御併関係が得られなかった原因として､以下の理由
が考えられる｡

(D債務が放く車線周期が短い地点

-康掛 ま低いものの､沖功腰呼が沖く､比穀的洩齢よ

り硬い腰が分痛 している｡

②積荷が布く癖越周期が食い地点

-標茶は拭く､地盤面より淡額層の分布が推定される

ものの､溌胡層でも若干軟弱なローム層が偉く分布

している｡
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図6 ヰ洩周期と横高の相隣図

7.まとめ
寒研究では.横浜離籍北区を対象として微動鶴巻削こよ

る額壌周効と地盤勝治の整合性について検附した｡河川
洗域､後背湿地では卓盛周期が長い地点が多く､丘陵鞄

では卓越周期の短い地点が多いことが温められた｡

癖鎗卿 萌と軟等S地盤の腐厚については､データ数が若

干少ないながら､r感趨周期が濃いと軟弱鞄策は輝いj

と明醸な粕粥が絡められた｡-方､虐速周期と横糸の細

腕性については､一部 (塔腐周期の長い部分で弦腰縄が

低い)と鑑められたものの､全体では柏餅櫨を組めるこ

とはできなかった｡

今回は､港北区についてのみ取りまと吟でいるが､今

後はほかの区についても同様の拳法を用い､地盤構造と

の範食性を磯艶する予定である.また､これらを品確約

データとし､点綴的には都市の地 災等 リスクの軽減に

活用 したい｡
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